
 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

令和5年度 
社会福祉法人大谷会
看護師  

 

鼻の病気で「副鼻腔炎（蓄膿症）」の早期発見、早期治療を目的に制定されたと言われています。 

鼻の中に侵入したウイルスや細菌により、副鼻腔の粘膜が腫れて鼻水や膿がたまるとウイルスや 

細菌が増殖し、炎症が起きます。風邪の症状が落ちついても鼻の症状が続くようなら、早めに耳鼻科 

受診をお勧めします。 

 


